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視覚障害者（平均年齢：44.14 ± 12.80 歳）であり、選択基準として20歳未満の研究対象
者は除外した。主要評価指標は主観的幸福感をSubjective Happiness Scale（SHS）の平均








ろ、従属変数のSHSの平均値に対して独立因子SUSが最も相関が強く（ = .07, P 
< .001）、SPANE-Bも同様にSUSが最も高い相関を示した（ = .49, P < .001）。一方、
視覚障害関連（視覚障害歴、視力情報、障害者等級、先天性／後天性）の因子は従属変
数SHS、SPANE-Bともに相関が確認されなかった。さらに重回帰分析を実施した結果、
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